
 

 

平成 27 年１月 30 日 

各 位 
会 社 名  テクマトリックス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 由利  孝 

  （コード：3762、東証第一部） 

問合せ先  執行役員管理本部長 森脇 喜生 

  （TEL．03-5792-8601） 

 

連結子会社の合併（略式合併）に関するお知らせ 
 

当社は、平成27年１月30日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるクロス・ヘッド株式

会社（以下、「クロス・ヘッド」）並びにその100%子会社で当社の連結子会社（孫会社）であるエヌ・

シー・エル・コミュニケーション株式会社（以下、「エヌ・シー・エル・コミュニケーション」）の

２社が、平成27年４月１日付で合併（以下、「本合併」）することを決議いたしましたので、お知ら

せいたします。 

記 

 

１．合併の趣旨・目的 

当社の連結子会社であるクロス・ヘッドは、当社グループ運営の機動性を高め、グループ経営を

より一層強化し、さらなる総合力強化、相乗効果の最大化を目的として、平成26年12月24日に当社

の連結子会社（孫会社）であるエヌ・シー・エル・コミュニケーションを完全子会社化しました。 

合併当事会社が得意とする、ネットワーク仮想化技術であるSDN（Software Defined Networking)

市場が本格的に成長する期待が高まっている環境下において、顧客ニーズへのより迅速な対応、更

なる技術力の強化、間接部門の統合による業務効率化を推進するために本合併を行うことといたし

ました。 

 

２．本合併の要旨 

（１）本合併の日程（予定） 

合併決議取締役会（合併当事会社） 平成 27 年２月２日（月） 

合併契約締結日（合併当事会社） 平成 27 年２月２日（月） 

合併契約承認株主総会（クロス・ヘッド） 平成 27 年２月 17 日（火） 

合併効力発生日 平成 27 年４月１日（水） 

（注１）エヌ・シー・エル・コミュニケーションは、会社法 784 条 1 項の規定に基づく「略

式合併」の手続きにより、株主総会の承認を得ずに本合併を行う予定です。 

（注２）上記日程は、本合併手続きの進行に応じて必要があるときは、合併当事会社及び当

社の合意により変更する場合があります。 

（２）本合併の方式 

クロス・ヘッドを存続会社、エヌ・シー・エル・コミュニケーションを消滅会社とする吸収合

併方式にて行います。 



 

 

３．合併当事会社の概要（平成26年12月31日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名 称 クロス・ヘッド株式会社 エヌ・シー・エル・コミュニケーショ

ン株式会社 

（２）所 在 地 東京都渋谷区恵比寿四丁目 20 番３号 東京都渋谷区恵比寿四丁目 20 番３号 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 長 正三 代表取締役社長 関根 尚 
（４）事 業 内 容 ネットワークの設計・開発・構築・保

守業務、IT 技術者の派遣業務 
ストレージ製品、セキュリティ製品、

通話録音装置製品の販売 
（５）資 本 金 395 百万円 116 百万円 

（６）設 立 年 月 日 平成４年９月 14 日 昭和 61 年３月 13 日 

（７）発 行 済 株 式 数 7,590 株 1,298 株 

（８）決 算 期 ３月 31 日 ３月 31 日 

（９）大株主及び持株比率 テクマトリックス株式会社  100% クロス・ヘッド株式会社  100% 

（10）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決 算 期 平成 26 年３月期（単体） 平成 26 年３月期（単体） 

純 資 産 984 百万円 390 百万円 

総 資 産 1,854 百万円 827 百万円 

１ 株 当 た り 純 資 産 129,735.53 円 300,999.68 円 

売 上 高 3,150 百万円 847 百万円 

営 業 利 益 174 百万円 69 百万円 

経 常 利 益 191 百万円 73 百万円 

当 期 純 利 益 100 百万円 37 百万円 

１株当たり当期純利益 13,193.57 円 28,944.27 円 

 

４．合併後の状況 

(１)名 称 クロス・ヘッド株式会社 

(２)所 在 地 東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号 

(３)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 長 正三 

(４)事 業 内 容 ネットワークの設計・開発・構築・保守業務、IT技術者の派遣業務、ストレ

ージ製品、セキュリティ製品、通話録音装置製品の販売 

(５)資 本 金 395百万円 

(６)決 算 期 ３月31日 

 

５．業績に与える影響 

本合併は連結子会社同士の合併であり、連結業績に与える影響はありません。 

 

以 上 


